











































When you are content, you sing ; when you are angry, you make 
noise. 
When one shouts, he is not thinking ; when he sings, he is thinking. 
A song is tranquil ; a noise is not. 















音楽と雑音を概念的に区別するための 3部分理論 three-part“theory” を
構築している。
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. music is produced exclusively by human beings, it must be 
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譜例3. 譜例1～ 2の凡例。? ? ? ? ?
L, 8, 音帯または休拝につけられた
J, .!, etc, 音高が不確定であるこkを示 Lはその音符または体削哩機
す.c,.l 112骨音符を示す。） となるも町と比較して、特に量






































































































































































































っている大阪大学コレジウム・ムジクム CollegiumMusicum OU、 計画立
案中の「大阪大学音楽分析資料収集」？）「大阪大学音楽学情報センター OU
(14) 
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(12) ドイツの大学における類似例にならってリコーダーによる西洋古楽か
ら始めているが、東洋音楽など他のものにもひろげることを考慮中で、
ある。
(13) 資料の第1としては、フィールドワークを行なって得られる楽器・録
音録画資料などオリジナルなもの、第2種としては公にされているも
のを分析しやすいように再編集した2次資料的なものが、現時点では
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計画されている。
( 14) 文献・視聴覚資料・楽器資料その他のものが、たとえ手元になくても
（新設の機関ではこれらを整備するのが困難であるという理由もあっ
て）、その所在や特徴が把握できるようなデーターバンクを考案中であ
る。この企画の一環として、「音楽学」（音楽学会機関誌）第1-21巻の
総合索引を作成中であり、近い将来公刊されるであろう。
（文学部助教授）
